
パソコンＯＳの市場シェア
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日本のＩＣＴ技術の強み・弱み
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次世代携帯電話

日本 北米 欧州 アジア その他 わからない

（出典）平成18年版「情報通信白書」等
（出典）「ユビキタス社会の動向に関する調査」

情報通信技術の優位性についての専門家評価 日本企業のシェア

○ 次世代携帯電話、光通信、情報家電等については、我が国の技術・製品に強み。

○ 今後、国際競争力を強化するに当たっては、日本の強みと弱みの再認識が必要

ICTにおける科学技術の位置づけ
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ハイエンド

ミドルティア

ロウエンド

日本 欧米諸国 ＢＲＩＣｓ等の高成長諸国

（注）人口数千万から1億人程度以上で、高い経済成長を達成しようとしている諸国

(注)

世界における地域毎のニーズを踏まえた国際戦略の必要性

総務省「ＩＣＴビジョン懇談会」（第１回）における村上構成員（野村総合研究所シニア・フェロー）提出資料を基に作成

○ ブロードバンドの普及

○ ユビキタスネットワーク化の進展

○ ほどほどに大きい国内市場

○ 洗練された厳しい消費者

ICTにおける科学技術の位置づけ
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ＩＣＴ国際競争力の強化に向けた取組
国際活動への取組み
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